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1前 2 ○ 13 1 オムニバス方式

1～2通 4 ○ 13 1 オムニバス方式

1後 2 ○ 4 1 オムニバス方式

1前 2 ○ 3 オムニバス方式

1後 2 ○ 3 オムニバス方式

2前 2 ○ 3 オムニバス方式

1前 2 ○ 2 オムニバス方式

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 兼1 集中

2前 2 ○ 4 1 オムニバス方式

1通 4 ○ 4 1 オムニバス方式

1後 2 ○ 5 オムニバス方式

1前 2 ○ 2 オムニバス方式

1後 2 ○ 2 オムニバス方式

2前 2 ○ 2 オムニバス方式

1前 2 ○ 2 オムニバス方式

1後 2 ○ 2 オムニバス方式

2前 2 ○ 2 オムニバス方式

1・2後 2 ○ 兼1 集中

2前 2 ○ 5 オムニバス方式

1通 4 ○ 4 オムニバス方式

1後 2 ○ 4 オムニバス方式

1前 2 ○ 2 オムニバス方式

1後 2 ○ 2 オムニバス方式

2前 2 ○ 1

1前 2 ○ 2 オムニバス方式

1後 2 ○ 2 オムニバス方式

2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 兼1 集中

2前 2 ○ 4 オムニバス方式

1通 4 ○ 4 オムニバス方式

特
別
研
究

1～2 10 13 1

－ 3 30 13 1 兼3

共通教育科目「食・健康と栄養の科学」及び「総合演習」の6単位は必修
とする。特別研究（10単位）に関連する分野から演習4単位を履修し、そ
の他に、3分野における特論、特別実習のうちから5科目10単位以上を履修
する。
以上、合計30単位以上を履修し、研究指導を受けた修士論文の審査、及び
最終試験の合格を修了要件とする。

１学年の学期区分 ２　期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

学位又は称号 修士（栄養学） 学位又は学科の分野 家政関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

臨床心理学特論

健康指導特別実習

健康科学演習

特別研究

合計（33科目） －

食開発学特別実習

食科学演習

健
康
科
学
分
野

健康科学概論

健康学特論Ⅰ

健康学特論Ⅱ

健康学特論Ⅲ

保健衛生学特論Ⅰ

保健衛生学特論Ⅱ

保健衛生学特論Ⅲ

栄養科学演習

食
科
学
分
野

食科学概論

食品学特論Ⅰ

食品学特論Ⅱ

食品学特論Ⅲ

調理科学特論Ⅰ

調理科学特論Ⅱ

調理科学特論Ⅲ

食品開発学特論

栄養学特論Ⅲ

国際栄養学特論Ⅰ

国際栄養学特論Ⅱ

国際栄養学特論Ⅲ

生体機能調節学特論

実践栄養学特別実習

備考

共
通
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目

共
通
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野

食・健康と栄養の科学

総合演習

専
門
教
育
科
目

栄
養
科
学
分
野

栄養科学概論

栄養学特論Ⅰ

栄養学特論Ⅱ

別表

教 育 課 程 等 の 概 要

（人間生活学研究科食物栄養学専攻修士課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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栄養科学特講 1前 2 ○ 4 1 オムニバス

食科学特講 1前 2 ○ 5 オムニバス

健康科学特講 1前 2 ○ 4 オムニバス

食・健康と栄養の科学総合特講 1後 2 ○ 13 1 オムニバス

食物栄養学特別研究 １～3通 12 ○ 13 1

－ 14 6 13 1

特別研究

栄養科学分野

食科学分野

健康科学分野

総合分野

１時限の授業時間 ９０分

「食・健康と栄養の科学総合特講」「食物栄養学特別研究」の２科目１４単
位を必修とする。その他、「栄養科学特講」「食科学特講」「健康科学特
講」から１科目２単位を履修し、合計１６単位以上を修得すること。
かつ、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

合計（5科目） －

学位又は称号 博士（栄養学） 学位又は学科の分野 家政関係

備考

別表

教 育 課 程 等 の 概 要

（人間生活学研究科食物栄養学専攻博士後期課程）

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称科目区分

1


